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災害ボランティア平常時活動支援事業 元気な社会 ○ H9 18 1 ○ 749 0 749 0 ○ ○ ○ 0

災害ボランティア緊急時活動支援事業 元気な社会 ○ H9 18 1 ○ 10,000 314 9,686 0 ○ ○ 0

県民社会貢献活動推進事業 行財政構造改革 ○ H11 16 2 ○ 5,285 1,606 10 3,669 ○ ○ ○ ○ ○ 0

アクティブシニアの社会貢献活動促進事業 元気な社会 ○ H25 2 1 ○ 776 388 0 388 ○ ○ ○ △ 776

NPOつながり力強化支援事業 行財政構造改革 ○ H25 2 1 ○ 763 381 0 382 ○ ○ ○ ○ △ 763

若者チャレンジ応援プロジェクト 元気な社会 ○ H23 4 1 ○ 6,372 0 0 6,372 ○ ○ ○ △ 2,000

福井県男女共同参画計画推進事業 元気な社会 ○ H14 13 2 ○ 1,464 1,084 0 380 ○ ○ 0

男女共同参画社会づくり推進事業 元気な社会 ○ H13 14 1 ○ 5,000 0 0 5,000 ○ ○ ○ 0

「配偶者暴力防止および被害者保護計画」推進事業 元気な社会 ○ ○ H13 14 4 ○ 3,591 665 0 2,926 ○ ○ ○ △ 597

男女共同参画情報発信事業 元気な社会 ○ H14 13 2 ○ 2,866 1,880 0 986 ○ ○ ○ ○ 0

女性リーダーの出やすい社会づくり推進事業 元気な社会 ○ H23 4 4 ○ 11,425 0 0 11,425 ○ ○ ○ ○ △ 1,554

生活学習館運営費 元気な社会 ○ H7 20 1 ○ 65,501 0 32,986 32,515 ○ ○ 0

ふくいきらめきフェスティバル開催事業 元気な社会 ○ S63 27 1 ○ 1,000 0 0 1,000 ○ ○ ○ 0

男女共同参画学習事業 元気な社会 ○ H7 20 1 ○ 7,997 0 0 7,997 ○ ○ ○ 0

チャイルドルーム運営委託事業 元気な社会 ○ H7 20 1 ○ 4,558 0 0 4,558 ○ ○ 0

女性総合カウンセリング事業 元気な社会 ○ H7 20 1 ○ 9,424 0 0 9,424 ○ ○ ○ 0

14 3 0 25 16 0 136,771 6,318 43,431 87,022 3 4 1 4 4 3 0 2 6 1 1 1 3 0 0 0 1 10 0 3 0 0 0 2 0 △ 5,690

平成２６年度事務事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 男女参画・県民活動課 （単位：千円）

事            業           名
福井新々元気宣言
における位置付け

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

成果指標2結果分類 事 業 評 価 専 門 部 会 意 見事務区分

平成
２６年度
予算額

 財源内訳 活動指標1結果分類 活動指標2結果分類 成果指標1結果分類



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
1 □ ■ H9 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ‐ 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 18 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

1,478 1,608 535 787

1,478 1,608 535 787

821 649 231 173

1 1 1 1

1,561 2,544 121 411

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

７　日本一の安全・安心 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 災害ボランティア平常時活動支援事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

災害時においてボランティアが円滑に活動できるよう、平常時における災害ボランティア活動の体制整備、人材育成および調査研究ならびに災害発生時においてボランティア活動の支援を行う。

［事業内容］

・災害模擬訓練の実施
・福井県災害ボランティアセンター連絡会の開催
・災害ボランティアセンター運営スタッフ養成研修事業
・災害ボランティア講師派遣事業
・福井県災害ボランティア活動基金による支援検討会の開催

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 749 △ 3.9%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 749 △ 3.9%

決 算 額 の 推 移 △ 36.8%

活動 災害模擬訓練の実施 1 0.0% Ⅱ

事業効果 指標

の推移 成果 ボランティア登録制度登録者数（個人） 69.1% 目標300人 Ⅰ

指標 （Ｈ22,23は東日本大震災ボランティア登録者数。Ｈ24以降は社会貢献活動支援ネット登録者数）

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 749 22年度　災害ボランティアを統括的にコーディネートできる人材の育成のため災害
　　　　 ボランティアコーディネート研修を創設した。

25年度　現地ボランティアセンター運営の中心となる市町、市町社協職員および
　　　　　市町災害ボランティアセンター連絡会構成員に対しての研修を実施する
　　　　　こととした。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 749

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
災害発生時において、災害ボランティアセンター運営に不可欠なコーディネーターが、年々着実に
養成されている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

災害時に、ボランティアの受入れや送り出しを行うために設置される現地ボランティアセンター
は、市町、市町社協職員および地域関係機関などで構成する市町災害ボランティアセンター連絡会
メンバーが中心となって運営するものである。被災地の迅速な復旧・復興には、現地災害ボラン
ティアセンターの適切な運営が必要であるため、市町の職員や連絡会構成メンバーに対しての研修
を実施する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１－
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
1 □ ■ H9 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 18 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

10,000 97,000 12,500 10,000

10,000 53,138 12,500 10,000

3,568 41,626 1,368 3,075

23 1,020 1,890 2,402

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

７　日本一の安全・安心 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 災害ボランティア緊急時活動支援事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

県内外で発生した災害に伴い、県民が行う災害ボランティア等に対し、当座に必要な活動経費を支援する。

［事業内容］

・災害ボランティア活動支援金の設置
・県内、県外災害における災害ボランティア活動への支援

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 10,000 190.7%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 10,000 83.7%

決 算 額 の 推 移 364.9%

活動 被災地での災害ボランティア活動 1,482.4% Ｈ25は台風１８号被害に伴うボランティア活動者数 Ⅰ

事業効果 指標

の推移 成果

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 10,000 20年度　災害ボランティアの緊急時支援に関する平常時活動の事業を統合する
　　　　　とともに、緊急時に関する事業を「災害ボランティア緊急時活動支援事
　　　　　業」として別事業立てにした。

これまでの災害ボランティア活動
　・平成9年度：ロシアタンカー油流出災害
　・平成16年度：福井豪雨災害、兵庫県台風23号災害、新潟県中越地震災害
　・平成18年度：能登半島地震災害　・平成19年度：新潟県中越沖地震災害
　･平成22年、23年度：東日本大震災　・平成23年度：新潟・福島豪雨災害、台風12号災害
　・平成24年度　越前市水害　　・平成25年度　台風18号災害（若狭）

財源内訳

国　　　　　庫 314

その他特定財源 9,686

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

■ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
台風１８号被害に伴う復旧活動のためにボランティアセンターを設置した小浜市、美浜町、若狭町
に対して、ボランティア活動保険料およびボランティア移送費を支援した。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

今後も、県内外における災害ボランティア活動を円滑に行うことができるよう引き続き支援してい
く。また、Ｈ26年度より災害発生に備え、県と市町の役割分担をしたうえで、県では一輪車、高圧
洗浄機、スコップ（緑のスコップを活用・補充）を各土木事務所に配備しており、今後も一定量の
資機材を保持し、災害時に市町へ貸与する体制を整える。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－２－
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
2 ■ ■ H11 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 16 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

2,836 3,120 4,630 6,087

2,379 2,724 3,206 6,087

1,900 2,491 2,264 5,602

17,956 21,051 24,557 23,936

3,996 3,987 3,782 4,005

14 13 12 17

203 205 241 252

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

行財政構造改革 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

行財政構造改革 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 県民社会貢献活動推進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

ボランティアをはじめとする県民の自主的な社会貢献活動の健全な発展を図るため、県民の活動の拠点として、ふくい県民活動・ボランティアセンターを運営する。

［事業内容］

・ふくい県民活動・ボランティアセンターの運営
　　場所　アオッサ７階
　　主な機能　活動拠点提供、人材育成、情報提供、交流促進等
・県民社会貢献活動推進協議会の開催、法の施行事務等

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 5,285 19.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 5,285 27.2%

決 算 額 の 推 移 56.5%

活動 センター利用者数 10.5% Ⅰ

事業効果 指標 相談件数 0.2% Ⅱ

の推移 成果 NPO法人認証数 8.9% Ⅰ

指標 定款等のHP公表団体数 7.7% Ⅰ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 5,285 19年度　4月6日、ふくい県民活動センターをアオッサに移転
25年度　4月2日、ふくい県民活動センターとボランティアカフェを統合

財源内訳

国　　　　　庫 1,606

その他特定財源 10

一　般　財　源 3,669

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
社会貢献活動の拠点として、活動のための場や情報を提供している。また、交流の場としても多く
の県民に利用されている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平成25年4月からボランティアカフェと統合したことにより、まちづくりや観光、福祉等といった
様々な分野のボランティア情報の提供やボランティア活動希望者とボランティアを募集するＮＰＯ
団体のマッチング機能を強化していく。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－３－
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■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
1 ■ ■ H25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

767

767

761

3

145

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

５　すぐれた医療と支えあいの福祉 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 アクティブシニアの社会貢献活動促進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

豊富な経験、知識、技術を持つアクティブシニアのマンパワーを活かした社会づくりのため、アクティブシニアが社会貢献活動を始めるきっかけづくりや、活躍の場の提供を行う。

［事業内容］

・公益社団法人福井県シルバー人材センター連合等が実施するイベントで、アクティブシニアとＮＰＯのマッチング会を開催
・企業が行う退職者向けライフプランセミナーへの参加や出前講座等の実施による、従業員の定年後の社会貢献活動参加の働きかけ

[予算額および指標の推移等]

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 776 1.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 776 1.2%

決 算 額 の 推 移

活動 マッチング会の実施回数 5 66.7% Ⅰ

事業効果 指標 マッチング会への参加者数 233 60.7% 目標200人 Ⅰ

の推移 成果

指標 -

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 776

財源内訳

国　　　　　庫 388

その他特定財源

一　般　財　源 388

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
事業期間の終了

 マッチング会に参加したアクティブシニアに対して、県内でのＮＰＯ団体の活動を認識してもら
うことで、社会貢献活動への参加を促している。

□ 継　　続 □ 休　　止 ■ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

 シルバー人材センターや社協と２年間の共働事業を通して連携体制を図れたことから、今後はふ
くい県民活動・ボランティアセンターの自主事業や他部局（長寿福祉課・国体推進局等）との協力
によりアクティブシニアの活動を促進していく。 見　直　し　額 △ 776 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－４－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 県民共動 Ｇ
1 ■ ■ H25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ 26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

800

800

790

4

120

222 244

30 30 36

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

行財政構造改革 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

行財政構造改革 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 NPOつながり力強化支援事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

ＮＰＯが活動地域や活動分野を広げて様々な地域課題を解決するために、ＮＰＯと行政の協働およびＮＰＯ同士の連携を促進する。

［事業内容］

ＮＰＯおよび行政による地域別交流会の実施
（協働・連携事例の紹介、参加者による意見交換会）

[予算額および指標の推移等]

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 763 △ 4.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 763 △ 4.6%

決 算 額 の 推 移

活動 交流会の実施回数 4 0.0% Ⅱ

事業効果 指標 交流会の参加者 148 23.3% Ⅰ

の推移 成果 県・市町とＮＰＯとの協働事業数 292 14.8% 目標250件 Ⅰ

指標 （うち県とＮＰＯとの協働事業数） 43 13.1% （Ｈ23，24は「新しい公共支援事業」による事業数を含む。）

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 763

財源内訳

国　　　　　庫 381

その他特定財源

一　般　財　源 382

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
事業期間の終了

 当事業での交流をきっかけに、これまで接点のなかったＮＰＯ団体同士が新たな連携事業を実施
している。

□ 継　　続 □ 休　　止 ■ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

 「福井県県民社会貢献活動推進計画」における県・市町とＮＰＯの協働事業数の目標を達成した
ことから、本事業を終了する。（目標：平成２９年度までに２５０件　平成２６年度までの実績２
９２件） 見　直　し　額 △ 763 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－５－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 若者チャレンジ支援 Ｇ
1 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

6,000 13,535 8,669

4,000 9,386 8,669

3,639 8,785 8,234

283 326 340

(283) (609) (949)

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 若者チャレンジ応援プロジェクト 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

自分の夢や希望をかなえようとする若者の活動を支援し、チャレンジ意欲のある若者が増えることにより、福井の一層の活性化を図る。

［事業内容］

（１）「ふくい若者チャレンジクラブ」の活動を支援
　・勉強会、講演会、交流会の開催を支援
　・活動発表会の開催を支援
　・県外の若者グループとの交流
　・活動仲間づくりプロジェクト（地域課題解決ワークショップ）の実施
　・「嶺南盛り上げ隊」の活動を支援
（２）福井の若者のチャレンジを応援
　・地域活性化型（若者グループ）
　・武者修行型（若者個人）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 7,372 24.9%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 6,372 33.5%

決 算 額 の 推 移 67.6%

活動

事業効果 指標

の推移 成果 新たにチャレンジ活動を始めた若者の数 9.7% 目標400人（地域を元気にする活動の実践者数） Ⅰ

指標 （累計） 85.5% Ⅰ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 6,372

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 6,372

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □ 終期の見直し
　「ふくい若者チャレンジクラブ」として地域の伝統行事の支援、ワークショップ、県外の若者と
の交流等を行ったことにより、若者の横のつながりが広がり、他の若者グループの活動に参加する
などの動きが進んだ。 □ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　事業内容の見直しにより事業費の削減を行いつつ、引き続き、地域課題の解決策を自分たちで企
画立案していくワークショップの開催や、活動紹介・仲間づくりができるサイトの開設により、地
域でがんばる若者を応援していく。
　また、舞鶴若狭自動車道全線開通を機に結成した「嶺南盛り上げ隊」の活動を引続き支援し、嶺
南と嶺北の若者の交流を促進する。

見　直　し　額 △ 2,000 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－６－



別紙２

ｄ ■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
2 ■ ■ H14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 13 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

2,602 2,568 4,030 2,823

2,052 1,760 2,018 1,371

1,915 1,588 1,983 1,139

- -

23,400 25,700 23,400 18,200

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 福井県男女共同参画計画推進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　「福井県男女共同参画計画」および「福井県男女共同参画推進条例」に基づき、男女共同参画社会の実現に向けた事業を体系的かつ効果的に実施する。

［事業内容］

１　男女共同参画普及事業
　　広く県民に男女共同参画の意義について啓発するとともに、「６月は男女共同参画月間」を周知するため、キャンペーンを展開する。
２　男女共同参画社会づくり功労者表彰
　　県内の男女共同参画社会づくりに功労があった個人または団体を表彰
３　男女共同参画年次報告
　　事業実施状況と本県における男女共同参画の状況に関するデータを整理し、ホームページで公表
４　「高校生向け　男女共同参画ハンドブック」、「小学生向け　男女共同参画パンフレット」
５　一般向け男女共同参画普及啓発パンフレット　　６　男女共同参画審議会の設置

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,464 △ 5.6%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,464 △ 6.2%

決 算 額 の 推 移 △ 11.6%

活動 年次報告配布部数

事業効果 指標 啓発パンフレット配布部数 △ 7.1% Ⅳ

の推移 成果

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,464 15年度　福井県男女共同参画推進条例施行に伴い、条例制定に係る
　　　　　　経費の減額
16年度　年次報告書の作成に加え、男女共同参画普及キャンペーン、
　　　　　　男女共同参画社会づくり功労者表彰を実施
21年度　年次報告書の配布を中止

H14.11.1　福井県男女共同参画推進条例施行
県条例に規定する事項を実施することで、男女共同参画に関する県民等の意識啓発
を推進する。

財源内訳

国　　　　　庫 1,084

その他特定財源

一　般　財　源 380

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
「福井県男女共同参画計画」および「福井県男女共同参画推進条例」に基づく事業を実施すること
で、県民の男女共同参画意識の高揚を図ることができる。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

「福井県男女共同参画計画」および「福井県男女共同参画推進条例」に基づく事業の実施や進捗管
理により、県民の男女共同参画意識の一層の高揚を図る。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－７－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
1 □ □ H13 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 14 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

5,910 6,000 6,000 5,000

5,910 6,000 6,000 5,000

5,910 6,000 6,000 5,000

13 11 13 19

38,764 44,473 41,952 45,445

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 男女共同参画社会づくり推進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　男女共同参画社会の形成を図るため、民間と行政との幅広い連携のもとに（公財）ふくい女性財団が行う男女共同参画づくりのための事業を促進する。

［事業内容］

（１）事業主体　（公財）ふくい女性財団
（２）事業内容　　地域などでの男女共同参画の推進のための活動を行う「女性団体活動支援事業」や、女性の社会参画を図るための家事や育児を会員相互が支援する「女性の育児等と仕事の両立支援事
業」などを実施。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 5,000 △ 3.8%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 5,000 △ 3.8%

決 算 額 の 推 移 △ 5.0%

活動

事業効果 指標

の推移 成果 支援女性団体 16.3% Ⅰ

指標 ファミリーサービスクラブ活動時間 5.8% Ⅰ

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 5,000 13年度　女性の社会参加支援事業（地域ファミリーサービスクラブ補助金　H3～）
　　　　　 および男女共同参画社会づくり意識高揚委託事業（H8～）を男女共同
　　　　　 参画社会づくり推進事業に統合
25年度　県の研修事業と重複する研修事業を補助対象外に。100万円減額

各女性団体との連携を深めることで、男女共同参画意識の全県的な浸透を図る。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 5,000

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　地域や職域などで活動している女性や女性団体の活発な活動を促進するため、子どもの預かり、
情報提供や研修活動の支援などが行われており、男女共同参画推進の気運の醸成が図られている

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　効率的事業推進を目指し、25年度当初予算で事業費の削減を行った。多くの女性団体が加入して
いるふくい女性財団と引き続き協力して男女共同参画社会の形成を促進する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－８－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
4 ■ ■ H13 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 14 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

3,584 8,018 6,541 2,766

2,783 6,043 5,284 1,934

1,589 5,484 4,899 1,452

275 294 255 226

1,140 1,152 1,293 1,535

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 「配偶者暴力防止および被害者保護計画」推進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」に基づき、配偶者からの暴力防止および被害者保護、自立支援を総合的・計画的に推進する。

［事業内容］

１　スーパーバイザー設置　　　　　８　医療関係者への働きかけ
２　緊急一時保護　　　　　　　　　９　ステップハウスの運営
３　地域別事例検討会　　　　　　１０　民間団体との連携事業（ＤＶ防止啓発等）
４　ＤＶ対策連絡会議　　　　　　１１　民間の一時保護施設の安全対策の充実
５　職務関係者マニュアル整備　　１２　ＤＶ防止意識啓発パンフレットの作成
６　初任者研修　　　　　　　　　１３　若年層への予防教育の実施
７　配偶者暴力被害者支援事業　　１４　外国人向け相談の実施

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 3,822 21.4%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 3,591 31.7%

決 算 額 の 推 移 54.7%

活動 相談員研修会参加者数 △ 5.9% Ⅳ

事業効果 指標 ＤＶ相談件数 10.7% Ⅰ

の推移 成果

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 3,591 18年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の策定
　　　　　を踏まえ、配偶者からの暴力防止啓発事業から内容を拡充
21年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の改定
　　　　　を踏まえ、配偶者からの暴力防止啓発事業から内容を拡充
26年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の改定
　　　　　を踏まえ、配偶者からの暴力防止啓発事業から内容を拡充

17年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の策定
20年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の改定
25年度　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の改定

財源内訳

国　　　　　庫 665

その他特定財源

一　般　財　源 2,926

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □ 終期の見直し
　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」に基づき、被害者の保護、自立支
援や若年層への予防教育を実施。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の着実な実施のため、経費節減を
図りつつ、より効果的な事業を引き続き実施する。

見　直　し　額 △ 597 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

 

 

 

 

－９－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
2 ■ ■ H14 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 13 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

3,176 3,176 3,176 3,176

3,176 3,176 3,176 3,176

3,176 3,176 3,176 3,176

188 193 201 211

400,000 400,000 400,000 400,000

31.6 31.6 31.5 31.6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 男女共同参画情報発信事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

女性のチャレンジを支援する情報を迅速かつ適切に提供できる仕組みを構築し、一般県民に向けて情報発信するとともに、チャレンジに必要とする情報を収集、把握するための体制整備に関する検討を行
い、社会における女性の活躍を促進し、男女共同参画社会の実現を図る。

［事業内容］

１　女性人材発掘活用事業
　　女性人材データバンクを作り、講演やセミナー等への講師推薦や、審議会等への委員登用のための情報提供や登録者に対する働きかけ、仲介を行う。
２　女性の元気チャレンジ情報発信
　　女性がチャレンジするために必要な情報を発信するホームページの構築やメールマガジンの発刊を通じて広く情報提供を行う。
３　女性情報紙等発行事業　　男女共同参画情報誌”Ｔｏ　ｙｏｕ”の発行により、県民の男女共同参画意識の啓発を図る。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 2,866 △ 2.4%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,866 △ 2.4%

決 算 額 の 推 移 0.0%

活動 女性人材登録者数 3.9% Ⅱ

事業効果 指標 情報誌発行部数 0.0% Ⅱ

の推移 成果 県審議会における女性登用率 0.0% 目標40％ Ⅱ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,866 16年度　各種女性団体を通しての慣習・しきたりの改善（H14～）はH15で完了し、
　　　　　　女性のチャレンジを支援する情報の発信を行う。
17年度　情報発信に加えて、女性がチャレンジするために必要とする情報の収集
　　　　　　のためのネットワークの整備やチャレンジを阻害する要因を調査・分析
　　　　　　する。
19年度　ラジオ広報を平成18年度で廃止

財源内訳

国　　　　　庫 1,880

その他特定財源

一　般　財　源 986

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
ホームページや男女共同参画情報誌により広く情報を発信することで、男女共同参画への県民の理
解を深めることができる。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　社会のあらゆる分野における女性の活躍を促進するため、引き続き女性のチャレンジを支援する
情報を県民に向けて発信する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１０－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 女性活躍 Ｇ
4 ■ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

5,738 8,200 13,512 10,389

5,747 8,077 13,512 10,389

5,297 6,743 10,457 8,971

33 28 33 33

562 756

10 11 24 18

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 女性リーダーの出やすい社会づくり推進事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　女性のリーダーシップ能力を高め、企業等における働きやすい環境を整備するとともに、男女が協力して家事を行う風土を醸成し、「仕事と家庭の調和が取れた生活スタイル」の実現を支援する。

［事業内容］

１　未来きらりプログラムの実施　　　　　　　：お茶の水大学と提携し、仕事・家庭・ゆとりのバランスのとれた女性リーダーを育成する。
２　女性リーダー育成メンター制度の促進　　　：県内企業に勤める管理職や役員に対し研修を実施し、女性社員の相談役となるメンターを育成する。
３　ふく女性活躍支援企業を拡大　　　　　　　：「ふくい女性活躍支援企業」への登録メリットを付与し、さらに県内企業に登録を促す。
４　「ふくい女性活躍支援センター」の運営　　：キャリア相談員１名を配置し、一般相談　出前キャリア相談・ＰＲ講座を実施する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更に、チーフコーディネーター、マッチングアドバイザー、保育コンシェルジュ各１名を配置し、再就職・育休復帰支援を中心にセンターの強化を図る。
５　女性活躍プロジェクトチーム支援事業の実施：女性職員が中心となる企業内チームの学習会や交流会などの活動を支援する。
６　「家事チャレンジ検定」の実施　　　　　　：男性の家事参加へのきっかけづくりのため、クイズ形式の家事チャレンジ検定の実施とイベントを行う。
７　次世代女性グループ等育成事業の実施　　　：女性団体の次世代を担う人材を育成する。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 14,187 30.3%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 11,425 23.7%

決 算 額 の 推 移 22.7%

活動 ふくい女性ネット参加者 30 △ 1.6% Ⅲ

事業効果 指標 家事チャレンジ検定受験者数 948 30.0% 26年度目標800人 Ⅰ

の推移 成果 ふくい女性活躍支援企業登録数 34.4% 26年度目標18社 Ⅰ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 11,425 23年度　未来きらりプログラムの作成、メンター養成研修の実施
24年度　未来きらりプログラムの実施、家事チャレンジ検定の実施
25年度　家事チャレ特任課長の任命
26年度　女性活躍支援センターの機能強化

19年度　ふくい女性活躍支援センターを生活学習館に開所（H19.8.2）
26年度　福井女性活躍支援センターをリニューアルオープン（H26.6）

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 11,425

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■ 縮　　減 □ 終期の見直し
「ふくい女性活躍支援センター」でのキャリアアップや再就職などの相談や研修の実施、「ふくい
女性活躍支援企業」の登録、県内企業で活躍する女性リーダー育成のための「未来きらりプログラ
ム」の実施など、活躍する女性を積極的に支援している。
併せて、男性の家事参加促進のため「家事チャレンジ検定」を実施している。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　女性の活躍は、県全体の活力につながることから、地域や社会で責任ある役割を担い、優れた能
力を十分に発揮できる社会づくりと推進することが必要である。
　事業内容の見直しにより事務費を削減しつつ、センターでの再就職・育休復帰支援を強化すると
ともに、「未来きらりプログラム」による体系的な研修を行うほか、男性の家事参加促進事業を行
い、県民全体の男女共同参画意識を高める。

見　直　し　額 △ 1,554 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１１－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 20 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

63,592 64,339 63,783 65,273

62,676 64,339 63,783 69,526

62,331 85,647 91,405 91,883

174,228 166,336 160,133 160,982

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 生活学習館運営費 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

生活学習館の運営を行う。

［事業内容］

生活学習館の維持管理
施設および設備の提供
　　開 館 日：火曜日～日曜日（月曜日、第３日曜日は休館、国民の祝日の翌日は休館）
　　開館時間：９時～２１時

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 65,501 0.7%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 65,501 1.3%

決 算 額 の 推 移 14.9%

活動

事業効果 指標

の推移 成果 利用者数 △ 2.6% Ⅲ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 65,501

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 32,986

一　般　財　源 32,515

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　約１６万人の利用者があり、男女共同参画および生涯学習の拠点として、多くの県民および団体
の学習や活動を支援している。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　維持管理経費の節減に努めながら、男女共同参画や生涯学習の拠点として、誰もが利用しやすい
環境の整備を行うとともに、利用者のニーズに合わせた運営を引き続き実施する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１２－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ □ S63 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 27 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

2,000 2,000 2,000 1,000

2,000 2,000 2,000 1,000

2,000 2,000 2,000 1,000

2,000 1,700 1,774 1,084

82 62 60 67

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 ふくいきらめきフェスティバル開催事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

福井の女性の学習意欲を高め、能力開発と社会参加を促進し、県民の理解と参加のもとに意識の改革を図り、女性が十分に能力を発揮し、男性と平等な立場で社会に貢献することを目的とする。

［事業内容］

ふくい女性のつどい開催費補助金
　補助事業者　ふくいきらめきフェスティバル実行委員会
　補助対象事業　ふくいきらめきフェスティバルの開催
　・内　　　容　式典、講演、ワークショップ、男女共同参画イベント、体験講座等
　・期日・場所　平成２６年６月２２日（日）・鯖江市　嚮陽会館

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,000 △ 12.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,000 △ 12.5%

決 算 額 の 推 移 △ 16.7%

活動 延べ参加人員 974 △ 14.9% Ⅳ

事業効果 指標

の推移 成果 事後アンケートによる理解度（％） △ 5.3% Ⅳ

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,000 男女共同参画月間記念事業を見直し、平成16年度から、ふくい女性のつどい事業
に整理・統合して実施。
22年度　県大会および地域大会を実施
25年度　県大会と地域大会を隔年開催に変更

女性自らの企画、立案、運営による女性団体の活動成果や実績の発表の場を設け、
より多くの県民の理解と参加を促すことで、女性がその能力を十分に発揮し、新たな
ネットワークづくりを行い、女性の積極的な社会参画を図る。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 1,000

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　女性団体活動の成果や実績の発表の場を設けるなどにより、県民の男女共同参画への理解と参加
が促進される。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　県大会と地域大会の隔年開催による事業費の削減を行いつつ、市町や地域で活動している団体の
活性化を促し、地域に根付いた取組みの促進を図る。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１３－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 20 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

8,023 5,608 5,358 4,443

6,634 4,831 4,860 4,443

5,556 3,926 4,333 4,111

18 15 15 15

4,396 5,269 4,158 2,358

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 男女共同参画学習事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

女性が社会のあらゆる分野に参画するための知識と能力を身につけるとともに、男女が互いの理解と協力のもと、男女共同参画社会を実現し、「ゆとりと創造力あふれる福井」を目指すため、誰でも学習
できる講座・セミナーを「ゆー・あいカレッジ」として実施する。

［事業内容］

講座内容・講座数　　　　　《リーダー養成コース》        （２講座）　・行政関係者講座　              ・指導者養成講座
　　　　　　　　　　　　　《参画応援コース》　　        （５講座）　・地域連携講座　　              ・企業連携講座　                      　・教育連携講座
                                                                    ・県民活動支援講座            　・次世代育成セミナー
　　　　　　　　　　　　　《女性のチャレンジ支援コース》（６講座）　・キャリア・アカデミー        　・キャリアアップ応援講座　　            ・働く女性の能力アップ応援講座
                                                                  　・ハッピーキャリアセミナー　　　・女性の再就職等チャレンジ支援セミナー　・女子高校生のためのセミナー
委託先　（公財）ふくい女性財団

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 7,997 7.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 7,997 11.2%

決 算 額 の 推 移 △ 8.0%

活動 講座数 △ 5.6% Ⅳ

事業効果 指標 受講者数（延べ） △ 14.8% Ⅳ

の推移 成果

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 7,997
14年度　ふくい女性大学事業（H7～H13）および男女共同参画推進指導者養成
　　　　　　事業　（～H11：女性対策地域リーダ―養成事業、H12～H13：男女共
　　　　　　同参画推進指導者養成事業）を整理統合
19年度　女性の活躍支援を強力に推進するため、「再チャレンジ支援セミナー」を
　　　　　　新設するなど「女性のチャレンジ支援コース」の講座内容を見直し
23年度　スーパーリーダー養成セミナーをキャリア・アカデミーに変更し、
         　女性のチャレンジ支援コースに含め、公開講座を廃止
24年度　仕事と家庭の両立支援セミナーをハッピーキャリアセミナーに変更
25年度　女性のチャレンジ支援コースの４講座を（公財）ふくい女性財団へ委託
26年度　全講座を（公財）ふくい女性財団へ委託
　　　　　 県職員１名削減に伴い、アウトソーシング人件費の追加

男女共同参画推進リーダー養成講座、地域コース（ふくいソフィア）を修了した者につ
いては、地域において積極的に活動するとともに、審議会等へも登用されるなど大き
な成果を上げている。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 7,997

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　男女共同参画社会意識の高揚と男女共同参画社会の形成に向けた取り組みが促進される。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
　事務費の見直しによる事業費の削減を行いつつ、男女共同参画社会の実現に向けた意識の高揚と
活動の促進を図るため、第２次福井県男女共同参画計画に沿って講座を編成する。
　また、受講者増のため、対象者を限定した講座について、対象者の範囲を拡大し、受講者増を
図った。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１４－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 20 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

4,182 3,472 4,263 3,942

3,459 4,017 4,051 3,942

3,992 3,822 3,679 3,501

1,185 945 783 575

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 チャイルドルーム運営委託事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

生活学習館において、子供を持つ利用者のためにチャイルドルームを運営し、学習および交流などの社会参加のための条件整備を行う。

［事業内容］

チャイルドルームの運営
　・保育士　常駐２名（需要に応じて保育士の加配あり）　・託児料　無料（保険料等、必要経費として１回３００円）
　・開設時間　9：00～12：00　13：00～17：00　・託児時間　午前、午後各々３時間以内
　・託児対象　小学校就学前の健康な乳幼児　・最大対応人数　２０名
委託先　（公財）ふくい女性財団

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 3,942 △ 0.4%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 4,558 7.5%

決 算 額 の 推 移 △ 4.3%

活動 利用者数（延べ） △ 21.3% Ⅳ

事業効果 指標

の推移 成果 数値での標記が困難なため特記事項に記載

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 4,558 19年度　利用者から、チャイルドルームの託児対象を拡大してほしい要望が
           強かったことから、託児対象を２歳未満を含む就学前の乳幼児に拡
           大するとともに、常駐保育士を１名から２名に増員
26年度　女性活躍支援センターを利用した就職活動や職業訓練時の子ども
　　　　　 の預かりを開始

生活学習館は女性の社会参加の促進と生涯学習の推進を目的とした複合施設であ
るため、育児中の女性等の学習や社会参加への意欲、機会に応えるために託児機能
を持つ必要がある。チャイルドルーム運営委託事業では、保育士の資格を持つ職員
が対応しており、育児中の女性等が安心して生活学習館を利用でき、女性等が活躍
するためのスキルアップに貢献している。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 4,558

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　一時的に子どもを預かる場を提供することで、子どもをもつ県民の学習活動や社会参画を支援
し、女性活躍社会の実現に寄与している。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　女性総合センターと生涯学習センターの機能を兼ね備えた当館や福井県中小企業産業大学校、県
立図書館および文書館を、誰でもいつでも利用できる環境づくりのため、引き続き事業を実施す
る。また、女性活躍支援センターのリニューアル（Ｈ26.6.26）に併せ、当館等の利用者のみでな
く、センターの相談者の就職活動や職業訓練時の子どもの預かりを開始し利用対象者の範囲を拡大
した。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１５－



別紙２

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｔ
1 □ ■ H7 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 20 年 □

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

9,561 9,701 9,687 9,852

9,782 9,709 9,770 9,803

9,744 9,664 9,739 9,748

1,397 1,370 1,716 1,381

106 100 99 109

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２６　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総務 部 男女参画・県民活動

事 業
区 分

国　庫 実行予算

６　若者のチャレンジと女性の活躍を応援 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に

おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 女性総合カウンセリング事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　女性の直面している様々な問題について、女性の視点からカウンセリングおよび解決までのサポートを行う。

［事業内容］

１　女性総合相談員による一般相談（電話相談、面接相談）
２　弁護士、臨床心理士による特別相談（面接相談）
３　女性総合相談員によるＤＶ被害者相談（電話相談・面接相談）
　　　　※生活学習館と国際交流会館にて外国人ＤＶ被害者相談の実施
　　　　　（国際交流会館は毎週木曜日、生活学習館は左記以外（休館日を除く））
委託先　（公財）ふくい女性財団

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２６年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 10,558 2.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 9,424 △ 0.9%

決 算 額 の 推 移 0.0%

活動 相談件数（一般） 1.3% Ⅱ

事業効果 指標 相談件数（特別） 1.1% Ⅱ

の推移 成果 数値での標記が困難なため特記事項に記載

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成２６年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 9,424 14年度　ＤＶ被害者相談開始
23年度　外国人ＤＶ被害者相談窓口開設
26年度　（公財）ふくい女性財団へ委託

社会の急激な変化に伴い、女性を取り巻く環境も変わってきており、トラブルや不満、
悩みなど複雑で多様化してきている。
また、最近では、女性に対する暴力の問題等が表面化し、それらへの対応策の教示、
心理的ケアを行うことが必要である。
よって、専任の相談員を配置し、関係機関との連携を図りながら適切に対応する。財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 9,424

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　ＤＶ被害者からの相談が増加しており、内容も深刻になってきている。また、外国人のＤＶ被害
者相談では、離婚を希望しながらも在留資格に不安を感じての来館相談が多かった。これらの相談
に迅速かつ的確に対処することが女性の自立、人権の確立に役立つことになる。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　複雑多岐にわたる女性問題に関する相談について、的確なサポートを行うとともに、引き続き他
の相談関係機関との連携の強化を図る。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－１６－


